様式１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　農地中間管理事業

貸 付 意 向 申 出 書
平成　　年　　月　　日　
久喜市長　様
（住　　所）
（氏　　名）
（電話番号）
１　農地中間管理機構が実施する農地中間管理事業で、以下の農地を貸付けたいので申し出ます。
【農地の所在等】
	大字
	字
	地番
	現況
地目
	面積
（㎡）
	栽培
作物
	貸付期間
（年間）
	貸賃
（円/10a）
	現在の
耕作者
	備考
（特記事項）

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


　※「現在の耕作者」欄には、申出者以外が耕作している場合に、その耕作者の氏名を記入してください。
　※「備考（特記事項）」欄には、耕作するに当たって支障がある事項（水はけ、土質、形状、進入路、権利関係など）や農地の特徴について記入してください。
２　なお、農用地等の貸出し後の当該農地の利用方法等にかかる私の意向は次のとおりです。（該当する事項に○印）
	
	農用地等の利用方法に制約をつけたい
　（例）今の形状のまま利用して欲しい

	
	農用地等の利用方法に制約をつけない
　（例）農業用の簡易なビニールハウス等の設置は構わない

	[その他※具体的なことがあれば記入ください]



３　私は、貸付意向申出書の提出にあたり、以下の事項について、承諾しています。
（１）氏名、住所、電話番号、貸出し農用地等の所在、地目、面積及び当該農地の利用方法等への意向等について、必要に応じ市町村・ＪＡ等の関係機関、団体、個人へ「情報提供」されることに同意します。
（２）十分な借受希望者が確認できない等、機構が定めている基準に適合しない農地については、借受けられない場合があることに同意します。
（３）機構へ農地貸付後、原則２年間を経過してもなお貸し付け見込みがない場合は、返還されることについて同意します。
（４）貸し付け意向の農地は、固定資産税及び土地改良事業の経常・特別賦課金について未納はありません。
（５）機構へ農地貸付後、１「備考（特記事項）」欄に記載されている事項以外に、耕作するに当たって支障があることが判明した場合は、返還されることについて同意します。
